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臨 時 評 議 会 議 事 要 録 

 

１ 日 時 平成１５年１２月１６日（火） １６時００分～１８時１０分 

２ 場 所 事務局第１会議室 

３ 出席者 吉本総長 

早稲田 大西 中塚 北村 各副総長 

鈴木（理） 坂本（薬） 井上（金） 各総長補佐 

野家（文） 河上（法） 栗山（経） 玉井（医） 

渡辺（歯） 宮城（工） 秋葉（農） 米山（国際文化）  

猪岡（情報） 井出（生命） 各研究科長 

渡邊教育情報学研究部長 

帯刀（加） 井小萩（流） 各研究所長 

山田病院長 

笹野病院総括副病院長 

山田東北アジア研究センター長 

中村（文） 荒井（教） 細川（教） 吉原（法） 大村（経） 

河野（経） 花輪（理） 工藤（理） 菅村（医） 国分（医） 

大家（歯） 越後（歯） 榎本（薬） 竹内（薬） 野池（工） 

山田（工） 宮澤（農） 小原（農） 井川（国際文化） 

田中（国際文化） 根元（情報） 佐々木（情報） 大島（生命） 

飯島（生命） 新妻（環境） 木村（環境） 花田（金）  

福田（加） 南部（流） 水野（通） 服部（多元） 各教授 

（事務局） 

長谷川事務局長 松川企画調整官 三浦総務部長 渡邉研究協力部長 

辻経理部長 小島学務部長 新保施設部長 三枝情報化推進官 
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大友総務課長 吉田総務課課長補佐 佐藤総務課課長補佐 

大川総務課総務掛長 

４ 欠席者 菅井副総長 

菊池（教） 奥脇（環境） 各研究科長 

      中村（通） 中西（多元） 各研究所長 

海野（文） 早川（法） 各教授 

５ 議 事 

○ 報告事項 

（１） 医学部の調査委員会の調査結果報告について 

議長から、医学部の調査委員会の調査結果が医学系研究科委員会に報告後、

１２日に報道機関に対して公表されたこと、調査結果報告書は先日の評議会懇

談会の意見を踏まえ記者会見の前に各評議員に届けられたこと、医学部の調査

結果の公表に伴い報道機関から私の所見を聞きたいとの要請があり談話を発表

しホームページにも掲載されていること、について説明があった。 

次いで、玉井医学系研究科長から、記者会見で公表された調査内容及び医

学系研究科としての緊急の改善策について説明があった後、菅村評議員（医学

部研究助成金問題調査委員会委員長）から、調査内容の詳細について説明が

あった。 

これに対して、調査報告書に関する質疑応答が行われるとともに、評議会と

しての対応に関する意見が出された。 

こうした審議を踏まえ、この件に関する評議会見解を明らかにすることが適

当である旨の提案があり、審議の結果、次のとおり見解をとりまとめることが

了承された。 

 

 



 

3 

 

医学部調査委員会報告についての東北大学評議会見解 

 

１ 今般、公立病院等からの研究助成金の受け入れ等に関し、種々の批判 

を受け社会をお騒がせしたことについて、東北大学評議会として遺憾の 

意を表明する。 

 

２ 評議会としては、医学部調査委員会の報告を慎重に吟味した結果、任 

意調査としての制約と限界はあるものの、その範囲内で調査が厳正かつ 

適切に行われたものであり、その調査結果は信頼に足るものであると認 

める。 

 

３ しかしながら、研究・教育への支援という目的のもとに研究助成金等 

を受理していたとはいえ、地域医療の問題状況に照らせば、社会の疑念 

を招きかねないものであったことは否定できない。この点についての慎 

重な配慮が欠けていたことを、率直に反省しなければならない。 

 

４ 地域の医療体制の不備という社会構造的な問題が根源にあることであ 

り、その根本的な制度上の見直しと改善が必要であるが、大学としても、 

今後このような疑念を招くことのないよう、間近にせまる国立大学法人 

化に向けて適切な社会貢献のあり方や寄付金等の受け入れに関するルー 

ルについて、学外有識者を含めた「東北大学社会貢献策検討委員会」を 

設置して早急に検討を進め、具体的な改善策を提示したい。 
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（２） 東北大学社会貢献策検討委員会（仮称）の設置について 

    大西副総長から、配付資料により、「東北大学社会貢献策検討委員会（仮

称）要項（案）」についての説明とともに、１２月２４日（水）に第１回の委

員会の開催を予定している旨及び委員会での検討内容はできるだけ公開し検討

経過は評議会の都度報告する旨の発言があった。 

これに対して、要項（案）中の所掌事項に関する意見があり、審議の結果、

所掌事項を一部修正の上、「東北大学社会貢献策検討委員会」を評議会のもと

に置くことが決定された。 

なお、委員構成については基本的に了解がなされたが、評議員を若干増やす

必要があるのではないかとの意見があり、これについては、委員長である大西

副総長において検討することとされた。 

（３） 国立大学協会臨時総会について 

議長から、１２月１１日に開催された国立大学協会臨時総会について、配

付資料に基づく報告とともに、１２月１８日（木）に文部科学省主催による国

立大学長・事務局長等懇談会が開催される予定である旨の発言があった。 

（４） その他 

１） 東北大学講演会について 

中塚副総長から、１２月１５日（月）に大阪市のホテルニューオータニ大

阪において東北大学講演会が開催され、約３００人の参加者があり盛況の

うちに終了した旨の報告があった。 

 

         以上 


